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※接着芯を使用する場合は表地と同じ大きさに裁断してから表地の裏にアイロンで貼ります

　① 口布を作る
①-1 中表に合わせて脇の上下の
　　  明き止まりまでを縫う（両脇）
　　　

　② 切替を縫う
②-1 本体表と切替を中表に
        合わせて縫う　

　⑨ 手紐を付ける

　④ 本体と口布を合わせる

⑩ 紐を通す 　⑪ 返し口を縫う

36111
36112 巾着布付きトートバッグ

作品見本 縫代の付け方（参考）

①-2 脇を三っ折りにしそれぞれ
　　  両側を縫う
　　　

①-3 口を出来上がりに折り縫う
　　　

  

②-2 縫代を下側に倒して表から
　　  ステッチする　

　③ 見返しを折る
　　　　本体表の見返しを出来上がりに
            折り、くせを付けておく

　⑤ 裏地を合わせる

　⑥ 脇・底を縫う 　⑦ マチを縫う 　⑧ 表に返す

　　本体表
　　　2枚

　　切り替え 2枚
　　

　　口布
　　 2枚

　　裏地
　　２枚

　　※縫代は指定以外1cm 
　　　　1.5cm 

　　

　　明き止まり
　　

　　見返し
　　

　　口布（裏）
　　

　本体（表）
　　

　裏地（裏）
　　

　本体（裏）
　　

本体（表）

　　返し口
　　

　　明き止まり
　　

　　① 革紐に穴をあける

革紐に付け位置の印を付けて
穴をあける
　

本体の付け位置に革紐をおき
　印を付ける

　　④ カシメを通す

裏側から長い脚のカシメを
通し、次に革紐を通し表側
から短い足の頭を入れる
　

　　② 本体付け位置に印をする

本体に穴をあける　

　　③ 本体に穴をあける

　　⑤ カシメ台に頭を乗せる　　⑥ カシメ棒で打つ

表側の頭をカシメ台に乗せる
（サイズを確認して乗せる）

裏側からカシメ棒を当てて
ハンマーで打つ

　カシメの付け方

見返し

　　裏
　　裏

　　裏

              
　裏地の返し口を出来上がりに折り
   縫う

型紙の手紐付け位置にカシメで
付ける（カシメの付け方参照）

　見返しを広げ本体と口布を中表に
   合わせて付け止まりまで仮止めする
   （もう片側も縫う）
　

⑤を広げて中表に合わせて脇
  底を縫う（裏地の底に返し口
  をあけておく）

マチを広げて縫う

                             　
　口布の紐通し口から紐を通す

　④と裏地を中表に合わせて口を縫う

　

（4ヶ所）
                               　
　返し口から表に返して口を
   出来上がりに折る


